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平和への諸相
一一-2001年9月11日の衝撃一一一l
佐 々 木 哲 夫
1 はじめに
2001年9月 11日，米同東部時間である。
8時 45分頃 世界貿易センタービル北塔にアメリカン航空11使激突
9時 5分頃 同ビル南塔にユナイテッ ド航空 175使激突
9時 45分頃 悶防省にアメリカ ン航空77使突入
10 fI寺 頃 世界貿易センタービル南塔崩壊
10時 10分頃 ピッツパーグ郊外にユナイテッド航空93便墜落
10 時30分頃 性1-界貿易センタービル北塔崩壊
これが世界を震婚させた米同での同時多発テロ事件の経過である。日本
時間は， プラス 13時間(夏時間)の同日午後10時頃の出来事だった。 筆
者は，コンビューターでこの事件を知った。煙を吐き出す世界貿易セ ン
タービルがイ ンターネッ ト画面上に映し出されていた。事件の内容を理解
するにつれ，従来とは異なる国際紛争の生起が予感された。やがて，米合
衆国ブッシュ大統領は 「戦争Jの表現を用い，アフガニスタンカプールへ
の空爆を 2001年 10月7日から開始した。
さて，本論文は，9月 11日の事件以後，戦争がどのように変容したのか，
l 本論文は， 東京ミッション研究所主催の『宣教フォーラムj12001年9月llHの
衝撃一国際秩序の地殻変動-J (2002年1月21日(月)， 東京お茶の水キリスト
教会館)での口頭発表の内容に追記しまとめたものである。
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また，その事件の背景として言及される宗教的要因について考察すること
により，同時多発テロ事件が国際秩序を揺るがす衝撃だ、ったことを明らか
にし，かつ，世界平和に寄与し得る道を見いだそうと模索するものである。
ところで，同時多発テロ事件発生直後の9月19日にイタリアの『イル・マ
ニフェストJ紙のインタビューに答えて「多くのコメンテイターが真珠湾
と対比させたが，これは誤解を招く」と発言したのは，変形生成文法で有
名な言語学者ノーム ・チョムスキーだ、ったらさまざまな専門分野の者がこ
の出米事に関して発言しており，その末尾に本論を置かせていただけるな
ら幸いである。
2 平和の意味
ドド不IJという漢字を見るとき，それを日本人はどのような意味において
理j併するだろうか。 け本の伝統的理解は，一般的に古語辞典が 「人の心，
物の性質，人間関係などが穏やかなさまj3と説明するように字義通り
ドドらかで和やかな気持ちのさまjである。これは，波風の立つことを避け
て，ひたすら忍耐しつつ沈黙を守れば成就される詠嘆的平和で、あり .1，11-11間
意識の強し=地域共同体や強力な統制力による同家内部に観察される半和で
ある。また，この平和概念を間際関係に敷桁するならば，戦争という暴力
行使が存在しなければ平和であるとの理解，換言するならば，否定的もし
くは消極的平和になる。
ドド不IJJと翻訳される英語のpacificationや聖書に記i院されている用語の
町与Uやdp1Ivlの意味において理解するならば，肯定的もしくは積極的な
平和がクローズアップされる。 例えば，豊かさ，秩序，自由，平等，人権
2 ノーム ・ チョムスキー ~'9.11 アメリカに報復する資格はない 1 ~ (文芸脊秋， 200] 
年 1tJ 30日)8頁。
:l ~古語大辞典J 第五巻(角川書的， 1999年)270頁。
l 早島鋭正監修~.仏教 ・ インド思想!梓典j (小林共文堂，1987年)400-401頁。
2 2 
:srz汗[/への諸相
尊重，福祉， 健全な環境など，人間の文化や経済の側面においても安全で
生き甲斐のある生活が十分に保証されることをもって平和の実現と解する
概念である 5。これは，平和を「戦争と平和jではなく「暴力と平和」とい
う二分法において理解する概念とも言える。ところで，英語の pacification
は，ラテン語の paxや pacisに由来する用語であり，その動詞 topacifyが
泣き叫ぶ赤子を静かにさせる意味を持つように一一泣く赤子の口にしゃ
ぶらせる玩具を apacifierと呼ぶ通り一ーヘ騒乱や緊張の存在しない真
空状態ではなく ，不適切な混乱状態を成熟した手腕をもって積極的に落ち
着かせる意味を有している7。他方，旧約聖書の 口付ωは意味多様でbある。
例えば，個人の魂の十全な展開としての諸状態一一 例えば幸福などーー
を意味すると同時に，共同体においても何一つ損なわれることのない健全
な状態一一例えば繁栄など一一の状態において理解される九新約聖書
のεip内vη は，出、Uの意味に加え，特に，イエス ・キリストの説いた魂の
平安，もしくは，終末に実現される全人類的救済の意味における平和が顕
著である 9。上記のさまざまな理解を援用し，平和を以下のように図示す
る。
[A] [B] 
(限界点?) 無秩序，殺傷など 世かさ，環境保全など
(正義の戦争?) ((消極的平和領域)) ((積底的平和領域》
イー)自己規…警察
(国際関係)外交的手段，正義の戦争
[C] 
終末的
平和
《絶対平和領域》
ノ
聖戦 [D] 
5 高柳先男「平和J~.大百科事典!第 1 3 巻(平凡社， 1985 i:r) 455-56頁。
6 Kenneth E. Boulc1ing， S'table P(!a(e (Austin， Texas: Univ. of Texas， 1978)，4. 
司 Ibic!，1-30. 
お TlicHebrc/l' and Ar.ピlfJ/aicLcxico1/ ()f tfteοId Tcs/mNcllt (Leic1en: Brill， 
1999)、4:1507.山我哲雄 11日約聖書における平和(シャローム)の観念(上)J 
f北星学悶大学経済学部北星論集1第 29号 (1992年)185-86頁。
9 Werner F oerster.“ etpTJVη " Thωlogical Dictumary uf lhe NC/l' Testamen/， 
(Granc1 Rapic1s， Michigan: Eerdmans， 1964)， 2: 412-13. 
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[A] この領域は，国内問題の場合，殺傷犯罪など一般常識の限度を越えて
存在する無秩序な破壊状態の領域を示す。その状態を適切なレベル
にまで回復させることをもって平和と解する領域でもある。もしと
れが国際問題の場合，一方の国家が他方の国家を犯罪的に 侵略
的に一一際摘するなどの破壊状態となる。これらの犯罪行為による
破壊状態を回復する手段として，国内問題の場合，国内治安の維持の
ための国内法や警察力などが適用きれる。また，当該国家の文化や伝
統なども，犯罪や直接的暴力の抑止力となるだろう。他方，匡|際問題
の場合，当事者同士の二国間協議や他国を含めた多国間協議，もしく
は，国際連合などの調停機関介在が外交的手段として用いられ，平和
回復の努力がなされる。ここで問題とされるのは， [A]の破壊状態
を回復させる，即ち，平和を目指して採用される政治的手段としての
軍事力行使[戦争]を是認するか否かである。戦争目的規制(開戦条
件規制)に関し三つの立場が存在する。無差別主義，戦争限定主義，
絶対平和主義という三つの立場である 10。第一の無差別主義は， I戦
争を主権I~I家の |貢|有の権利と認め，それを規制するいかなる規制も
あり得ないjと考える姿勢である。戦争に訴えることは悶家の自由で
あり権利であり，これを規制するものは国際法上存在しないという
無差別主義は，第一次世界大戦や第二次世界大戦を支配していた。二
つの大戦を経験した後，自衛権の行使以外の武力行使を認めないと
の戦争限定主義が台頭してきた。この具体例として，個別的または集
団的自衛権の行使を認める国連憲章51条「この憲章のいかなる規定
も，国際連合加盟国に対して武力攻撃が発生した場合には，安全保障
理事会が国際の平和及び安全の維持に必要な措置をとるまでの間，
個別的又は集団的自衛の固有の権利を害するものではない…jが挙
げられよう。また， 2003年3月にイラクと米英との軍事的緊張が高
10 加藤尚武['戦争倫理学jちくま新書382(筑摩書房， 2003年)37-41頁。
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まった時に，フランスのシラク大統領の「フランスは決して戦争を否
定しているのではない」との演説も挙げられる。「正義」が開戦条件
とされている「正義の戦争Jをこの戦争限定主義の中に数えることが
できる。第三の絶対平和主義は，たとえ自衛のためであっても交戦権
を認めない理想主義に属する概念である。これは，例えば，日本国憲
法第九条の掲げる理想、の姿であ り，聖書に述べられている究極の平
和である。 内村鑑三は，日露戦争に際して，日清戦争時の義戦論から
転換し絶対的非戦論を唱えた110
[B] この領域は，戦争とは直接的関係を持たない積極的な平和でトある。黄
金律と呼ばれている 「隣人を自分のように愛しなさい(マルコ 12: 
31，ロマ13: 9)Jが連想される。否定的平和は，戦争を行わないと
いう消極的姿勢を示すことによって目的が達成されるが，この肯定
的平和のゴールは，無限の彼方に存在するかのように思われる。即
ち，社会もし くは国家による継続的で積極的な参与がなければ，実
現されることの難しい平和である。先進諸国においてしばしば要請
される社会倫理などは，まさにこの領域の平和と関係している120
[C] ここは，ユートピア的とでもいうべき終末的絶対平和の領域である。
IF約聖書のイザヤ書 11章「狼は小羊と共に宿り， 豹は子LLi羊と共に
伏す。子牛は若獅子と共に育ち，小さい子供がそれらを導く。牛も熊
も共に草をはみ，その子らは共に伏し，獅子も牛もひとしく干し草を
11 小林正弥は，絶対的非戦論を非現笑的と考え，自衛戦一争の可能性を排除しない(墨
守・非攻撃Jの立場を唱えている。小林正弥『非戦の哲学』ちくま新書398(筑
摩書房，2003年)7頁。
12 イエス・キリストによる平和は，主の戦い(ヤハウェの戦し為)が目標とするザ不[1
の究極的成就であるとの示唆深い!日約型書神学的考察が報告されている。大野窓
正 r聖書における聖戦』一聖書神学的考察Jr活水論文集j第46集 (2003年3
月)101-104頁。
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食らう。乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ，幼子は!腹の巣に手を入れる。わ
たしの聖なる山においては，何ものも害を加えず，滅ぼすこともな
い。水が海を覆っているように，大地は主を知る知識で満たされる
(6-9節)Jの言葉が連想される。この絶対平和を今日の世界に適用
したのが直接的戦争参加を拒否するメノナイト派(アーミッシュ)
やクエーカ一派のキリスト者たちである。イエス ・キリスト時代の
エッセネ派やクムラン宗団も絶対平和主義を標梼していたと考え
る。
[D] 絶対平和思想の実現を目指して採用される手段は，さまざまである。
例えば，イスラム教の「聖戦(ジハード)Jはウンマ実現のためにコー
ランが容認する手段である。ただし，コーランの解釈が複数あるよう
に，聖戦解釈も複数存在する。それ故，イスラム教各派が解釈する聖
戦やその派が採用する手段を正確に把握しなければならない。また，
イスラム教用語の「聖戦jをキリスト教が借用語とし，また，今日，
聖戦の定義を明確化せずに一般的に使用していることも，聖戦のみ
ならず，戦争や平和に関する理解を混乱させていると考える。
3 正義の戦争とテ口
同時テロ事件勃発時に，この出来事を従来と異なる国際紛争の引き金に
なると予感した理由は，米国の繁栄や権威の象徴である建造物の破壊や民
間人約五千人の犠牲に関し，既存の平和が疎開されたと判断され，欧米の
伝統的概念である「正義の戦争jが適用される，と予想したからである 130
日今[]，戦争は，主権問家の政治主体が相肖の期間相当の規模で行う軍事的行動で
あり，しかも，当初，戦いの勝敗の帰趨が明らかでないものと定義されている。
戦争を I国家による国家に対する戦いjと定義する場合の国家とは，いわゆるI'Eil
家の三要素(1)政治単位を構成する国民，(2)権威執行機関としての政府，
(3)政府が自律排他的に支配する領域，によって定義された集団組織のことであ
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り，また，その悶家が梨たすべき最小限度の機能として「夜宮国家jのそれ， N[J 
ち，外敵からの防衛と国内治安の確保であると言われている。換言するならば，
国家を構成する者は，1主|家を維持しようとの意志がある限り，防衛と治安維持の
課題と直面しなければならない [拙著r旧約聖書と戦争j(教文館，2000年)15-
16頁 [cf.Tetsuo Sasaki.士/tcCοJ1ccjJ! of Wor iJl tltc Boυ" 01 Jlfdgc、に
(Gakujutsl1 Tosho Sl1ppnan-sha， 2001)， 14-16， 20-27.J。正義の戦いの起源は，
古代ギリシャに遡る。ギリシャでは，正義の戦いは，平和を維持するため，もし
くは，回復するための手段だった。例えば，ギリシャの都市国家間の平和維持の
ために，調停，オリンピア競技，隣保161ι デルフォイの柑l託などの方法が用い
られたが，それらの後に位置する最後の子段が:It義のi践し、だ、った。 I卜今義の戦いの
用部はアリストテレスによって作られたものであるが，正義の回復のための戦い
とし寸概念自体は，既に，プラ トンによって定義されていた。後に，正義の戦い
の概念は，キケロ(紀元前 106fr~48 年)によってロ ーマ帝闘の倫哩へと引き継
がれた。キケロは， jE誌の戦いが同家の子て、行われるべきことを主張した。即ち，
ローマの平和」の樹立と維持のために正義の戦いを是認したのである。彼は，正義
の戦いのおおまかなJμlkとして，自己Iり'jI{(，i，正当性，名誉をもって戦う，不必弘.:
に残町iであってはならぬ，不当な勝利は正当性をtI1なうなどの項目を挙げてい
る。やがて，ローマ時間の同教となったキリスト教会は，ローマの平和，および，
それを縦十九するための正義の戦いを支ねすることになる。例えば，410年，由Aゴー
ト依アラ リッ クがローマを陥れ略作する災hLがf出きたIf-]，アウグスティヌスは，
不正を .~.j j するための正義の戦し h を下t定している。 1 99 1 今 l)'J に始まった湾岸iì役
守lを，アメリカ合衆rl<1のブッシュ大統領は，正義の戦い(Jl1stWar)と呼び，米
1¥1 kl民の尖に 74パ セントがそれを支持したと i.，われている。欧米の戦争制の
背後に，今も， 11義のj~x11 の Jt!，屯1が伝承されているのである。 1 095 年のクレルモ
ン宗教会議において， j，il教徒のご了から型地エ/レサレムを存還するとのウルパヌス
二[1I‘のがi説によって始められた 卜~j<\↓(は， (1 [ 1"‘の jìi，l(.q~ をー一変させた。 - 1 ・~t:主f(の ↓ J
的は， B~教徒をキリスト教に改宗させるのではなく ， あくまでも，型地のな還で
あった。長1ち， ト字社(は，呉教徒の手からエ/レサレムを奪還し巡礼の自[.![を確保
するために教会が主体となって行った信仰の戦いであり，平手1.1の[uJ復のためにl:rl
家が行った正義の戦いとは'rJを具にしていた。それは，まさに，神によって動機
づけられた[聖戦|だった。そこでは，正義の戦しミではみられない残虐な殺裁が，
いとも平然と行われた。しかし，Et!戦という用語を聖書研究で用いたのは二OW:
紀初頭のIEJ約学者F・シュヴアーリー (Schwaly)であった。神のために教会が
行った戦争を「塑戦」と定義し得るなら，他方，イスラエルのために神自身が戦
士として戦った戦争は[主の戦いjとIr予び得る。一世紀のエッセネ派，また，M・
C・リンド [MじLincl，Yahlt'eh ls a vVarrior (Scotclale， Pa.: Heralc， 1980)， 
23Jが，奇跡的な神の介入によってイスラエルを勝利へ導いてくれる戦いについ
て論じているように，主の戦いは，メノナイト派のキリスト者などが想定してい
る戦いでもある。 11:-1約の土師記には，正義の戦争や主の戦いに分類される戦いは
見出されるが，聖戦は存在しない (W旧約聖書と戦争.120-37頁)。
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古代ギリシャやローマ帝国時代における平和回復は，侵略された土地の現
状回復をもって成就したと理解されたが，米国の同時多発テロ事件の場合
はどうだ、ったであろうか。貿易センタービルの再建や死亡した人々への補
償が実現すれば，平和回復がなされたと判定される事件ではないように思
われる。そのような局所的な対応で解決され得る事件ではなく ，既存の国
際秩序全体を崩壊させかねない事件，即ち，国家の存立自体を脅威にさら
すテロ攻撃自体が問題とされた事件であった。それ故，正義の戦争という
伝統的価値観を共有する英仏は，米国に協調の態度を表明した。ところで，
正義の戦争の場合，平和回復は，しばしば，侵略の責任者の処罰をもって
終結している 110 しかし，今日，正義の戦争のさらに重要な基準として「釣
り合いの問題(利益より被害の大きい戦闘行動を起こしてはならない)Jの
基準があることを忘れてはならないだろう。あくまでも，正義の戦争は，政
治的目標達成のための手段であり，匡|益を損なってはならないのである 150
例えば， 2003年3月の英米によるイラク攻撃直前に独仏露が国連で対立し
たのは，この「釣り合いの問題」が原因であったと解される 160
さて，同家対テロリズムという対立は，キリ スト教とイスラム教という
対立(十字軍)でもなければ，民主主義と独裁主義 (ナチや真珠湾)でも
なく ，ましてや，自由主義と共産主義 (イ ラン ・イラク戦争やアフガン紛
争)の対立でもない17。悶家と認知されない集団が既存国家に対して挑む
，.， 士自it記における戦いのように。IIfI約聖書と戦く付 76頁。
15 日本経済新聞社編 『宗教から読む間際政治.~ (日本経済新聞社，1992年)165頁。
また，i外交と軍事は車の両輪jなどとも言われている。 松村劫『戦争学.J (文芸
春秋，1998年)22頁。
16 ジャン=シャル/レ・ ブ リザール，ギヨーム ・ ダス キエ fぬりつぶされた真実.~ (幻
冬合，2002年)102-114。悶に， イラクへの債権額は，パリクラブ各閏が2002年
6月に報告ー した資料によると，日本34.45億ドjレ，独22.01億ドル，米20.97億ド
ル，仏 16.66億ドル，伊 13.00億ドル，英 9.50億 ドルで、ある。また，露は，イラ
ク戦後，米国に対し， 80億ドルの対イ ラク債務の保証を求めている(W朝日新聞j
2005年:5月23日(第 13版))。仏露は，英米とイラクとの戦争前に，イ ラクフセ
イン大統領と石油開発や輸出に関し協力関係を結んで‘いた。
17 テロ リズム (i恐怖政治， テロ行為Jterrorism)の用語は，恐怖 (terror)を語
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「非対称」の戦いである。これが，従来の概念に収まらない新しい紛争の生
起と評される所以である 180 現在の国際秩序に対する脅威は，欧州諸国の
みならず中国やロシヤや穏健派イスラム諸国に対しても脅威なのである。
それ故，9月1日の事件を文明の衝突とも考えなし〉。 即ち，テロという戦
術は，イスラム教と一義的に連結され得ないのである。第二次大戦後，ユ
ダヤ人移民を拒否した英国に対抗するシオニス トユダヤ人の一部がテロを
戦術に採用した歴史や，北アイルランドの IRAがテロ活動をおこなった
ことを考え合わせるならば，テロと特定の宗教勢力が結び、つかないことは
明白である 190 聖書の世界においても，ミディアン人の女性を刺殺したピ
ネハスやアンティオコス ・エピファネスと戦ったマカベア派を模範とする
熱心党(ゼロータイ党)のテロ行動が例として挙げられるヘ
4 ジハード (聖戦)と原理主義
これまで，イスラム教とテロを連結させることが必ずしも適当でないと
論じたが，ではアルカーイダ (AI-Qaida“theBase")やタリバーン (the
Taliban“seekers of truth")は，なぜテロ戦術を採用したのだろうか。本
節では，しばしば，イスラム原理主義との関連で言及される聖戦思想につ
源とし，相手方に恐怖を与えることを目的にしての行為を意味している。実際的
には， 18世紀のフランス大革命の恐怖政治，特に，ジャコパン派(パリ ・コミュー
ン)の恐怖政治に，語源そのものが発している。テロリズムのもとの意味は，支
配者がその支配を維持するために，または反対勢力を粉砕するために暴力をふる
うことをさしたが，その後被支配者が，政治上の要求を貫徹するために，支配者
あるいはその指導者を暴力で倒すことにも用いられるようになった。さらにその
後，政治，宗教，経済，社会の諸分野で，敵対者を暴力で倒すことに広く用いら
れるようになった。要するに，言論による説得力に絶望した者が，暴力を切り札
にして敵対者を倒し，自分の主義主張を貫徹しようとする思想や行動がテロリズ
ムなのである。森川哲郎『テロルの系譜.! (図書出版社，1981 年)6-7頁。
18 読売新聞調査研究本部編『対テロリズム戦争J(中央公論社，2001年)8貰。
19 松井茂~.無差別テロの脅威J (光人社，2001年)14-16頁。
20 ジョン ・リッチズ『イエスが生きた世界.1 (新教出版社，1996年)91-94頁。
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いて考察する。聖戦 Uihad“theHoly War")は，イスラム教起源の用語
であり，コーランに基づいている。ただし，コーランにさまざまな解釈が
存在するように，ジハードは，霊的に解釈されることがある。ここでは，ジ
ハー ドに関連するコーランの記述を概観する。コーランの邦訳は以下の通
りでトある。
汝らに戦いを挑む者があれば，アッラーの道において堂々とこれを迎
え撃つがよい…どこでも戦え。そして彼らが汝らを追いだした場所か
らこちらで向うを追いだしてしまえ。(牝牛 2:186-90) 21 
戦うことは汝らに課せられた義務じゃ。さぞ厭でもあろうけれど。...
アッラーの道に勇敢に戦う人々，そういう人々だけはアッラーの御慈
悲が期待できょうぞ。(牝牛 2:212-15) 
汝ら，アッラーの道に戦えよ。アッラーはすべてを聞き，あらゆるこ
とを知り給うと心得よ。(牝牛 2:245) 
いざ戦いの命令が本当に出たとなったら，ごく少数のもの以外はみん
な背を向けてしまった。アッラーは不義なす者どものことは全部御存
知におわすぞ。(牝牛 2:247) 
アッラーの路に舞れた人々のことを死人などと言ってはならぬ。否，彼
らは生きている。(牝牛 2:149) 
…信仰を抱き，かつ善行をなす人々に向かつては喜びの音信を告げ知
らせてやるがよいぞ。彼らはやがてせんせんと河水流れる緑園に赴く
であろうことを。その果実を日々の糧として供されるとき彼らは言う
ことであろう，rこれは以前に私たちが食べていたものとそっくりでご
ざいます」と。それほどよく似たものを食べさせて戴けるうえに，清
21 井筒俊彦訳『コーラン(上)j岩波文庫(岩波書庖， 1964年改版)。
10 10 -
平和への諸相
浄無垢の妻たちをあてがわれ，そこにそうして永遠に住まうであろう
ぞ 。(牝牛 2:23) 
とにかく，現世を棄ててその代わりに来世を獲ようと志す者は，大い
にアッラーの道に戦うがよい。アッラーの道に戦う者は，戦死しでも
また凱旋しでも，我らがきっと大きな褒美を授けてやろうぞ。
(女 4:76) 
イスラム復古主義の主張は，集団で不信仰者と戦うという古典的ジハード
理解から，今日では，個人的ジハード論へと変化している。例えば，イス
ラム世界の政治的文化的弱体化はジハードの義務をなおざりにした結果だ
と理解され，さらにカリフ制によるイスラム国家の再建を期待する個人に
対しジハードの義務が課せられる。さらに，政府の指導者であっても，イ
スラムの明確な教え(礼拝， 喜捨，飲酒・姦通の禁止など)22 に背くならば，
不信仰者と見なされ，ジ、ハードの対象とされる。例えば，エジプトのサダ
ト大統領暗殺事件は， iジ、ハー ド団jと「イ スラーム集団」が合同して実行
したジハードであった230 このようなジ、ハード理解を持つイスラム信仰者
を特別に原理主義者(ファンダメンタリスト)と呼ぶのは適当でなしユ。原
理主義は，キリスト教起源の用語であり，聖書の無謬性，処女降誕，十字
架の蹟罪死と復活，キリストの神性と再臨を文字通り信ずることを意味し
てのものである。他方イスラム教の場合，コーランは，もともと，神の直
接的言葉，即ち，無謬であると信じられており，その意味において，イス
ラム教信者全ては原理主義者である。「汝らの手もとなるもの[旧約の律
法]の真理を確証としてわたしが[天より]下したもの[コーラン]を信
22 イスラム教徒が神に直接負う義務は五柱(五行)ある。信仰告白，礼拝，喜捨，
断食，巡礼である。中村康郎『イスラームと近代j(岩波書底， 1997年)24-25 
頁。
23 中国考『ビンラディンの論理.1 (小学館文庫， 2002年)127-32頁。藤原和彦 fイ
スラム過激原理主義.1 (中央公論社， 2001年)40頁。
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仰せよ(牝牛 2:41)Jと記されている通りであるヘまた，イスラム教信
者は，必ずしも反近代的ではなしましてや，一般的に理解される意味で
の原理主義者でもないお。
イスラム世界は，ムハンマ ド(570年頃生)以来，アラブ諸部族に浸透し，
コーランに記された一神教の信仰を中核にして拡大し，アダム以来示され
てきた神中心の平等でト平和な理想的社会(ウンマ)の実現を目指し，オス
マン トルコの隆盛など 17-19世紀まで厳然としてその勢力を維持してき
た。政治，軍事，科学，思想，文化， 宗教など，全ての分野において世界
を凌駕してきた。例えば，11世紀の十字軍が敗退したこと，また，この時，
キリス ト教がアラピヤ語文献からギリシャ哲学を学び，スコラ神学を起こ
し，大学を組織化するなど，ヨーロッパ(キ リスト教)文化の近代化が始
められたことを指摘するだけで 卜分な例証であろう。イスラム復古主義が
欧米の近代化と鋭く対立する背景には，イスラム文化の過去の繁栄を回復
したいとの期待があると解される。では，欧米の近代文化が先進国を形成
している現代(パックス・アメ リカーナ的なー強諸弱の時代)において，ど
のような相互理解が成立するだろうか260
5 グ口ーバリゼーションの時代
第二次世界大戦後，世界は，政治，軍事，経済，文化などすべての面に
おいて，国際連合を中心にした平和が維持されてきた。国連は，第二次世
2.1 rコーラン』とは「読経」を意味し，原語において読まれなければならないもの
である。なぜなら，コーランは，I日約聖書や新約聖書の記者によって記された書
物とは異なり「直接じかに神自身がマホメットにのりうつって，その口を借りて
話しかけて来るその言葉をその時その場で記憶に留めたものである。なまの神様
の語りかけである。」井筒俊彦 「解説Jrコーラン(上)J299頁。
25 前掲書『イスラームと近代J9-11頁。
26 コーランに記載されている聖戦と旧約聖書に捕かれている戦いの描写の相違に
12 
関しては，稿を改めなければならないが，コーランが平和を否定し戦いを鼓舞す
る危険思想、の書との評価は当たらない。
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界大戦の枢軸国(日独伊)に勝利した同盟国(米英中ソ)が設置した機関
であるが，今日では，欧米先進諸国中心とした世界支配体制の中核機関に
変容してきた270他方，国連による世界平和維持の限界も認識されてきた。
例えば，自国の安全保障や利益と直接に関係がない平和維持活動に，どう
して自国民の血を流さなければならないのかとの疑問の声が，平和維持活
動派遣問から起きていることであるお。さらに，1998年8月に起きたケニア
の首都ナイロピとタンザニアの首都ダルエスサラームの米国大使館同時爆
破テロとその首謀者ウサマ・ビン・ラディン一派に対する報復攻撃において
明確にされた国家対テロという非対称型の戦争に国連軍派遣では対応でき
なくなってきた現実がある"。英米と独仏露が，国連安保理においてイラク
問題で鋭く対立したことも挙げられよう。
以上のような状況のq-，で， rインターネットJに代表される本格的グロー
パリゼーショ ンの時代が到来したのである。問題は， グローパリゼーショ
ン自体が，必ずしもイスラム諸問で受け入れられてはいない理念だという
ことである。例えば，穏健なイスラム国であるマレーシアは，マレ一人，中
間人， イン ド人が混:在する他民族同家でありながら， I司教をイスラム教と
2i 欧米との表現は，ヨーロツパの文化と伝統を継承する諮問のことであり，その共
通手，Lf貯はキリスト教である(明fIWLWl1 I ヨーロツパとは何か.~ (岩波書出，19G7 
年)182-83頁。例えば，世界人権日言 (1948)に弘られる人間現ji!tにおいてもで
ある。 1998年の50周年をがlにした1987年，人権宣言で時j確にされていない「義
:(15とt'U1Jを明示するため “AUniversal Dεclaration of Human Re日ponsibil-
ities"が議せられた。その第4条は，“AIlpeople， enclowecl with reason ancl 
conscience， l11ust accept a responsibility to each ancl all. to families ancl 
COll1l1lul1ities， to races， nations， ancl religiol1s in a spirit of soliclarity・What
you clo not wish to be clone to yourself， clo not clo to otbers."である。 [Hans 
Kung ancl Helmut Schmiclt. ecl. A Globaf EtJuc aJld Global ResfiυI1sibi1ities : 
Tzl'o Declamli，υω， (Lonclol1; SCM Press， 1998)， 14.Jである。この内容が，普
遍的か，もしくは，ユダヤ教/キリスト教的倫理観かについては，さらに議論を
要するだろう。
白色魔力夫[匡|際連合という神話<~ (PHP研究所， 2001年)100頁。江畑謙介 f安
全保障とは何か.1(平凡社， 1999年)31頁。
29 前掲書『安全保障とは何か.J38-45頁。
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している。宗教などの自由が保証され，堅実な国家建設を続けているこの
国の指導者が， 1981年に首相に就任し今日に至っているマハティール・モ
ハマツドである。彼の演説から，穏健イスラムが今日の世界をどのように
みているかについて概観してみる。マハティール首相は，グローパリゼー
ションについて次のように語る。
Globalisation， as it is formulated and presentec1 toc1ay， isan inven-
tion of the North Atlantic countries， and we can take it for grantec1 
that it is intenc1ec1 to enrich them further anc1 enhance their c1omina-
tion of the worlcl. They alreacly dominate the worlcl of course. 
But they want to strengthen that c1omination to ensure they will not 
be successfully challengec1 either by the big East Asian cOl1ntries or 
even the weak Muslim c0l1ntries30. 
今Hにおいて形成され存在しているグローパリゼーションは，北大凶作諸Iliの
発lりJI'I'lで、あり，夜、たちは，それが彼ら自身告さらに俗制にし，彼らの↑1:界支配を
強化するものであると見なしている。彼らが既に 1-1:界を支配していることは無
論のことである。しかし，彼らは，東アジアの大きな悶々やイスラムの弱小消防|
のどちらからも絶対に挑戦されないように，その支配を巧みに強化しようと欲
しているので〉ある。
..For a century now they have sufierec1 in silence while Ml1slims 
anc1 Ml1slim countries are oppressec1.. 1 have paintec1 the must 
gloomy pictl1re of globalisation， huw it can oppress us， how it can 
make us once again the culunies of the rich. But it is not neces-
sary that globalisatiun will have this kinc1 of result. Globalisatiun 
can be mac1e to work for US31 • 
…この 刊ーー紀の問，イスラム諸国は，イスラム教徒やイスラム同家が抑!ぶされる
ことに黙って耐えてきた。…私は，グローパリゼーションが，どのように私たち
を抑圧し，どのように私たちを刊度寓者の値民地にするかと，会く悲観的図像を
描し当てきた。しかし，グローパリゼーションは，必ずしもこのような結果だけを
導くものではない。グローパリゼーションは，私たちにとっても機能し得るもの
30 Mahathir Mohamac1. Islam必 thcMlts!im Un'lnah (Malaysia: Pelanc1uk 
Publications. 20(0). li. 
31 Ibic1・.21 
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である。
There 'vas a time 'vhen the Muslim countries dominated the world. 
Then there was a decline. The decline was because we were pre-
occupied with bickering regarding the interpretations of our reli 
gion. Muslim governments are forever being attacked by extrem-
ist Muslims32. 
イスラム;諸国が1:界を支配したrL)'(~があった。その?を， 衰退が訪れた。:京i立の似
lえ!は，在、たちが，私たちの宗教の解釈に関する議論に余りにも役山していたから
である。イスラム政府は，イ スラム過激派のJ交般に絶えずさらされている。
Muslims and Muslim countries are facec1 with a tremenc10us anc1 
frightening chalenge. Globalisation in the fo1'11 that il takes now 
is a threat against us anc1 our religion. We shoulc not vent our 
anger and frustration by mounting futile isolatec1 violence. 
Insteacl we shoulc plan ancl execute the c1evelopment of our ummah 
so as to be empowered by 1T and be capable of hanc11ing the 
challenges o[ the Informatiυ11 Age. This is our real jihac1. 1 
believe we have the talents and the capacity to ensure the success 
of tbis jil/(d33. 
イスラム教徒やイスラム，;問主|は，すさまじく恐ろしい挑戦全受けている。今1の
1:;)告でのグローパリゼーショ ンは，私たちゃ私たちの2if教に作J!&，となっている。
私たちは，独りよがり で然低な以ブJを行使することによって，私たちの怒りや不
満会ぶ九まけるべきではない。むしろ， ITによってJを料，↑1j械化IJ:Sf¥:の挑戦
全 ;IiIJ倒 11できる íì~)Jを備えるようにと夜、た句の'/ンマ告発民主せるよう計 Ilhjし
遂行すべきなのである。これが，私た ちの坑u)ジハー ドである。私(3:，私たちが
このジノ、ードを1伊夫にTJとがJさせる子腕と能力を持っていると信じている。
この演説の中で示されている聖戦理解，即ち，マレーシアの志向するイ ス
ラム国家建設は，過激ではなく穏健でトある。グローパリゼーションを肯定
的にとらえ，政治や経済面において欧米と肩を並べる国力を充実させる努
力を行うことが聖戦であると理解されている。今日のイスラム教国が直面
32 Ibid.. 22 
33 Ibicl. 24. 
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しているこのような問題は，一世紀のユダヤ教が抱えていたと問題と共通
する。例えば，一世紀のユダヤ人は，ユダヤ教の伝統と慣習を継承し，ユ
ダヤ人としてふさわしい信仰生活や彼らのアイデンティティを確立しよう
とした。例えば，何に服従し何に反対するべきかなどが議論され，やがて，
ファ リサイ派，サドカイ派， エッセネ派，熱心党などの諸集団が台頭した
のである。ファリサイ派は，律法を各家庭において実現することを重要視
し，サドカイ派は，神殿祭儀に参加することをユダヤ性保持の手段である
と考え，エツセネ派は，異邦人や不信仰な者たちを汚れた者とみなし，自
分たちは荒野に退き，清めを重視する隠遁生活を行い，熱心党は，外国の
権力に迎合することを不信仰と考え，神の業に参与するための武力闘争を
主張した。 その後，根本的変革が，ユダヤの諸派ではなく ，バプテスマの
ヨハネやイエス ・キリス トによってもたらされたことは周知の事実であ
る340
今日的課題は何かと問うならば，一世紀のユダヤ教と同様の宗教的葛藤
を抱くイスラム諸国と，私たちとが同時代に生きていることであると答え
ることができるだろう。日本は，日米安保条約に代表されるように，欧米
の伝統と価値観に連なる位置にある。 世界の中で，アジアの中で，また，宗
教多元主義の時代において，日本はどのような行動をとることができるの
だろうか。それこそが，今日間われている課題である 350
3.1 リッチズ fイエスが生きた世界，~ 87-108頁。
35 1941年 12月8日，日本はハワイ真珠湾のアメリカ海軍を奇裂し，さらに，束尚
16 
アジアの英・米・オランダの植民地へ進出し，第二次世界大戦に突入した。 H本
軍の戦いは，正義の戦いの定義からかなり外れたものだった。 例えば，米国への
宣戦布告を真珠湾奇襲後に通知したこと，東南アジアにおける非戦闘員に対する
非人道的行為，神風特攻隊などの玉砕的戦闘行為などが挙げられる。 臼本は，む
しろ，天皇を神とする聖戦を戦ったのであった。 1945年8月 15日，ポツダム会
談の無条件降伏を日本が受諾し，戦争は終結した。 1946年 11月，日本国憲法が
公布され，日本は，民主主義国家として新しく 出発した。特に，憲法第九条は「日
本国民は，正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し，国権の発動たる戦
争と，武力による威嚇又は武力の行使は，国際紛争を解決する手段としては，永
久にこれを放棄する。前項の目的を達するため，陸海空その他の戦力は，これを
16 
平和への諸相
6 日本の国家主権と平和への貢献
2001年9月11日の出来事に関し，東京大学教授の北岡伸一(日本政治外
交史)は，r戦後日本では，二つのやや特異な考え方が有力だった。第一は，
平和は平和的手段のみによって追及すべきだという考え方である。 …第二
は，民主主義のためには，政府の権限は出来るだけ限定すべきだという考
え方である…」と語り，戦後日本思想の大きな転換点になる出来事である
と論じた360 村上陽一郎も，朝日新聞のインタ ビューに応え 「不思議に思
うことL:J..日本社会の反応が意外に穏やかなことです。激しい怒りは，あ
まり表に出てこない。犯罪やテロの被害も自然災害のように受け止めてし
まう一種の諦観が日本人にはあるようにも見える。…日本人の安全をどう
守るかという危機感が本当に感じられない」と語り，rイスラムと科学技術
文明の価値観は違うけれど，それでも普通のイスラムの人たちとの間には
妥協点があると思う。…問題は共有できる部分を見いだし，それを少しで
保持しない。 l主!の交戦権は，これを認めなしリと前例を見ない画期的内容である。
また，1951勾サンフランシスコ講和条約 (Treatyof Peace with ]apan)によ
り，日本は，集団向衛権が認められた独立国家となった。同時に，米国と安全:保
障条約をも締結した。 1955年，諦和条約締結の焚否が原休|で 1951年より左右に
分裂していた革新政党の日本社会党が再統一され，以後非武装中立の政策を主張
する。また，同年，日本民主党と自由党が合同し，保守主義を掲げる自由民主党
が成立し，日米安全保障条約を堅持する政策を継続する。いわゆる「戦後日本の
55年体制Jである。この体制は，非武装中立という現実性のない理想主義を主張
するか，もしくは，安全保障条約に基づいて米間の軍事力に依存するかのし当ずれ
かだ、った。換言するならば，正義の戦いを全く考えない体制を敷いたのである。
憲法第九条と日米安全保障条約という奇異な組み合わせによって軍備の経済負
担を逃れた日本は，国際社会の一員として平和を作り 出す責務を果たせぬまま，
驚異的経済発展を遂げる。 1992年のソビエト連邦解体，米ソ冷戦の終結という新
時代に，このような摂じれ現象を有した日本がこれまでの体制を継続するのは困
難だった。政治においては，日本社会党が消滅し，保守派による二政党時代が模
索された。グローパル化の時代に政治だけが一国主義を唱えることは不可能で、あ
る。ここに至り，日本は，戦争と平和の問題に戦後初めて主体的に直面した。『旧
約聖書と戦争j146-49 
36 北岡伸一「政府の不作為も危険Jr朝日新聞.1(2001年10月12日(金曜日)朝刊)
23頁(第 12版)。
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も広げることです」と語っているヘ他方，塩野七生は11=1本人へ!ビンラ
ディンにどう勝つかJの題で『文芸春秋Jに寄稿し，1穏健イスラムと過激
イスラムとかの呼び名を好まない・ーそれより ..r聞くイスラム』と『閉じ
るイスラムJと考えることにしている。 同じ くキリス ト教徒の世界にも，聞
かれた精神をもっキリスト教徒と，閉鎖的なキ リスト教徒の双方が存在す
るのはもちろんだ。一・二十一位紀の世界に対立が避けられないのならば，そ
れは，キリスト教世界対イスラム世界ではなく ，聞かれた世界対閉じられ
た世界の対決にもっていく必要があると思うのである」と提案しているお。
いずれも，日本国家の平和を維持しつつ，世界との共存共栄を医|る方法を
模索しての意見である。
問題の基底に，戦後同本の国家観や日本人アイデンティティの不確定さ
があると考える390例えば，数年来，青少年のいじめや凶悪犯罪が頻繁に報
道されているが，2000年に，総理大臣の諮問機関の教育改革国民会議は，こ
のような今日的現象が教育の失敗によって引き起こされたものと分析し，
a 村上陽一郎[覧衿'の精神共通目標にJ~朝日新聞~ (2001年 1)J 16 '-1 [金UiJ.11 
朝日リ)13 H (第 12J:N)。
メ括団f-じ!J:.r I1本人へ !ビンラディンにどう勝っかJ~文芸春秋D2 月号 (20()lin 
100頁。
39 Iある外1]，1人の家肢が銭湯に入ろうとしたが，外伝|人とのJ:li出で入場を断られた。
18 
その後，この家族は "本[五!結を取得し，lJfび，銭湯に行った。しかし，またもや
入場を断られたo今度は悶籍ではなく，姿が外IY.I人だからとの理L1Jだった。当然，
この家族はJ起訴した。報道機関は事笑関係を1+1心に伝えたが，1て|本人のアイデン
ティティとは何かとの問題を考えさせる事件である。外向人と rl本人を区別する
本庁舎は何か。何故， 日本人なのか。 H本人のアイデンティティ問題である。恐ら
く，父母がEI本人であること，民1ち，戸籍やi二|本語缶詰すこと，また，髪や舵[が
黒しミなどの身体的特徴も挙げられるだろう。しかし，それらは本当に11本人のぷ
准なのだろうか。銭湯への入場をHi否された家肢の場合もそうだったが，例えば，
fl本に帰化した関取やサッカ一選手に対し日本国i!i{'fを取得した外国人との感情
を抱くならば，戸籍は確かな基準とはならなしミ。…今日のIJ本は，アイデンティ
ティ喪失状態である。無意識のうちに，皆と同じ姿形，行動様式，話し言葉など，
換言するならば，狭い意味の仲間意識や同族意識が基準になっているのではない
か。それ故，皆と呉なる服装をする者や意見を述べる者を排除するいじめが横行
するのではなし功〉と考える。j佐々木哲夫・D.N.マーチー『はじめて学ぶキリス
ト教j(教文館，2002年)208-209頁。
18 
平和への諸十11
教育基本法が今日の状況に適合しえなくなったので改正をと提言した。改
正の具体策については，国民的議論に委ねたいとも発言している。一体何
が問題なのだろうか。教育基本法は，日本国憲法が公布さ仇た翌年の1947
年3月31日に定められた法律である。前文には「…われらは，個人の尊厳
を重んじ，真理と平和を希求する人間の育成を期するとともに，普遍的に
してしかも個性ゆたかな文化の創造をめざす教育を普及徹底しなければな
らない…J，そして，第一条には 「教育は…真理と正義を愛し，個人の価値
をたっとび…健康な国民の育成を期して行わなければならなしリと彊われ
ている。ことのほか，個人の尊厳や価値が重要視されている法律である。あ
る政治家は，教育基本法には日本民族の持っている歴史的文化的伝統的背
景や共同体意識が欠如しており，アメリカ主導による個人主義的法律だと
批判する。しかし，再度，戦前や戦中の教育理念に逆戻りすることは困難
である。むしろ，教育基本法に明記されている倒人の尊厳や価値の真の縫
立をめざすべきと考える。この問題について理解を容易にするために「な
ぜ人を殺してはいけないのかJとの問いにどう答えたらよいのかとの課題
を設定してみたい。ある月刊誌に「なぜ人を殺してはいけないのかと子供
に聞かれたらjとの問に対する文化人14人の答えが掲載されていた。そこ
には，社会秩序の維持のためという功利的な答えや「自分にされたくない
ことは他人にもするな」との黄金律を用いる答えも示されていたが，人間
の本質的な価値に言及する答えはなかった。月刊誌の読者脳を考慮、した結
果かもしれないが，そのような現実を見るとき， I人は神にかたどって創造
されたゆえに本質的で固有の尊厳と価値を有するものであるJとの聖書の
理念が，個を確立する根本理念として重要な響きをもってくる。人聞が人
間としての尊厳をもって生きる基準をイエス・キリストに見いだすことは，
決して特異な選択ではない。むしろ，妥当で可能性ある方策であるヘ
10 "はじめて学ぶキ リスト教j194頁。昭和 12年(1937年)文部省は，日本国民の
精神を酒養するために『園惜の本義jを発行した。本文の冒頭は，大日本帝国治:
法第一条を数桁し[大日本帝国は，万tH:一系の天皇皇祖の神勅を奉じて永遠にこ
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さて，今日，日本はどのような国家をつくろうとしているのだろうか。恐
らし当面の現実に対し 「日本国有の歴史と伝統と文化を保持し，自由な
民主主義の価値観を維持し，核兵器などの大量破壊兵器保持を含む軍事大
国にならないが，主権国家として必要な防衛力を保持しながらも，米国や
中国を含むアジア諸国と集団的平和の実現を目指し，国際連合などの国際
協力に参加しつつ，人類の生存と繁栄を図る」との目標に向かつて進むこ
とになると考えられる。そのような状況の中で，日本は，第二次世界大戦
の反省を踏まえつつ，アジア諸国や世界各国に対し平和に関する研究成果
を積極的に提示し続ける必要があるだろう。特に，日本のキリス ト者は，建
設的発言や祈りを通し，絶えず，平和活動に参与してしユカユなければならな
いと考える 410
れを統治し給ふ。これ，我が万古不易の医l体であるjと記している。また， r I本
の柴田に関し「我が盛|主|は，虫干1大!府大神(あまてらすおおみかみ)がド1勅をJtl
孫段々杵尊(ににぎのみこと)に侵け給うて，引-11日IJ~{の端総(みずほ)の ITI に |俗
的iせしめ給うたときに存する。而して古事記.Fl本書紀等は，長1担Lj'l:IJ.:1の御事を
語るに当たって，先ず大地開問・修理仙Ir&のことを伝えているJと説明し，rll ~H 
5己と日本書紀を引用している。古事記や上l本許紀から引用する災地点IJ造は，大ー が
まず成って，地がその後に定まり，その後に天地の問に売の芽のごとくに神が生
じたというものである。即ち，天皇の正統性の根源が神話に遡るものと説明され
ている。大1::1 本子íj;~Jの国体論は， 戦後，天皇の人間宣言によって終おを迎えたが，
日本神話のパラダイムは，最近の教育基本法改定の議論などを参照するとき，い
まだ、残っていると思われる。
11 200 1 ~年 12 月 22 日(土)午前 l 時過ぎ， 鹿児島県奄美大島沖で国籍不明の不審船
が発見され，日本の巡視船が追尾し，銃撃戦の末，不審船は午後 10時過ぎに沈
没した。また，2002年9月17f:::Iの小泉純一郎首相と金正日朝鮮民主主義人民共
和国国防委員長との会談において，日本人位致問題が取り扱われた。これらは，
戦後 55年体制崩壊後の日本外交が直面する世界平和への試金石と考えられる。
ボッシュの説くポストモ夕、、ンの宣教ノTラダイムである[対話と宣教」の視点をも
重視し，聞かれた世界の中で平和を創出する努力が求められる。 D ボッシュ『宣
教のパラダイム転換(下).] (東京ミッション研究所，新教出版社， 2001年)385-
95 
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